



































































































































































































（1.1） 応永 25 年 8 月 15 日［…］今夜名月殊更殊勝
0 0 0 0 0 0 0 0
也。依無人不能詠吟。一
身聊吟詠。賞翫殊更有之。
（1.2） 応永 29 年 5 月 17 日　晴。正永盃酌聊申沙汰。夜又松崖被來。月殊勝
0 0 0
間聊酒宴。明盛詠一聲有其興。
（1.3） 応永 31 年 9 月 13 日　雨降晩景晴。今夜名月
0 0 0 0
。天有心歟。月殊更殊勝
0 0 0 0 0
也。賞翫之儀如例。宰相以下候。短册取重不及披講無念也。詠歌人數。
予。松崖。［…］
（1.4） 永享 3年 8月 15 日［…］天氣快晴近比無爲之儀也。見物旁自愛無極。
今夜名月殊勝
0 0 0 0 0 0
不及詠吟無念也。［…］
応永 29 年 5 月 17 日の夜に開かれた酒宴に際して、参加者の皆、一声で歌を
詠んでいた折、貞成は、明るい月が殊勝であると記録した。しかも特に秋の八


































































（4.1） 応永 26 年 10 月 30 日　晴。御香宮參詣有立願。心經三卷自寫令奉納。
歸路之次退藏庵紅葉一覽。殊勝也
0 0 0 0 0 0 0 0
。［…］
（4.2） 応永 27 年 10 月 28 日　晴。紅葉盛之間。退藏庵。藏光菴歷覽當年紅
0 0 0 0 0
葉添色超過近年。甚以殊勝握翫無極
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。［…］
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（4.3） 永享 3年 10 月 10 日　晴。鳴瀧殿歸寺。抑紅葉遊覽。［…］先藏光菴
紅葉殊勝也
0 0 0 0 0
。［…］
（4.4） 永享 10 年 10 月 30 日　朝時雨軈晴。源中納言。大藏卿爲淸。重賢。
明盛。定直。慶俊等西芳寺參。大藏卿張行。紅葉なと爲歷覽云々。晩景
歸參。於寺家齊食。其後乘船。寺中悉廻覽。紅葉得盛殊勝
0 0 0 0 0 0
云々。谷堂等
歷覽云々。［…］
応永 27 年 10 月 28 日条にうかがえるように、紅葉の盛んになる季節であっ
た。貞成は、桃山町松平筑前の地にあった退蔵庵と蔵光庵を歴覧した時、最近
の数年間と比べれば当年の紅葉の葉色のほうが美しくて殊に優れており、愛好

































（6.1） 応永 26 年 3 月 27 日　［…］庭躑躅盛也。殊勝足握翫
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。一獻數巡。予
又讀瓶召寄躑躅賞翫。醉中比興也。
（6.2） 応永 27 年 2 月 12 日　晴。［…］大光明寺。藏光庵等參燒香申。御喝
食。廊御方。上﨟同參。次退藏庵。卽成院等梅花見之。盛殊勝也
0 0 0 0 0 0 0 0 0
。［…］
（6.3） 応永 29 年 7 月 28 日　晴。入風爐。其後永松菴ニ行。草花一覽。言語
0 0 0 0 0 0 0
道斷殊勝也
0 0 0 0 0
。此間諸人見之令賞翫云云。［…］
（6.4） 永享 9年 2月 29 日　晴。源宰相一兩日伏見へ罷下歸參。御所庭前八
0 0 0 0 0
重櫻得盛殊勝云々
0 0 0 0 0 0 0 0
。無賞翫之人閑素寂寞云々。［…］


































0 0 0 0
、色は濃からねど、藤の花にいとよく似て、
春と秋と咲く、をかしげなり




0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
なりたる紅梅の匂ひめでたきも、みなをかし















































0 0 0 0
。
（10.2） 永享 4年 3月 11 日　［…］抑禁裏鴻一若宮へ被進。自武家被進云々。
花見花頂破子也。又自入江殿破子一合
0 0 0 0 0 0 0
方丈へ被進。源氏明石心也。殊




（10.3） 永享 8年 8月 12 日　［…］抑公方渡御要脚更不沙汰出之間。西雲申談
之處。上樣御具足密々申出云々。蒔繪手箱一合
0 0 0 0 0 0
。 藝莊具 足鏡以下入。食樓四削 紅 人形屋躰。借給。
殊勝重寳也
0 0 0 0 0
。































応永 27 年 6 月 12 日　晴。用健來臨。團扇一本賜之。奈良細工所爲歟。





































（14.1） 永享 10 年 4 月 29 日［…］内裏御屛風梅尾殿御筆源氏








0 0 0 0 0
殊勝無極。又舞繪一雙
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
繪所
筆 。申出。是も殊勝也
0 0 0 0 0
。［…］






















（16.1） 応永 30 年 2 月 5 日　雨降。行豐朝臣相傳手本數卷持參入見參。賢聖
0 0
障子繪圖





0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。［…］
（16.2） 永享 3年 10 月 23 日　聊休息軈入堂。局へ寄輿下。御心靜看經燒香禮
拜。觀音經御願書上分等世尊院主奉納。所作畢所々巡禮。一堂ニ弘法大師御影。石山内供淳祐御影
等拜見。障子ニ石山緣起繪圖之






















永享 4年 6月 16 日　雨降晡晴。［…］自入江殿有御使。何事乎不審。自
0
室町殿饅頭折一合。茶子折色々六合。
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
有臺。繪色
0 0 0 0 0
色殊勝也。
0 0 0 0 0西雲被執進。御返事申握翫













0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
しうて、









（19.1） 応永 32 年 11 月 4 日　晴。玄忠參。一樽持參。抑眞乘寺殿常磐繪二篇
0 0 0 0 0 0 0 0 0
賜之。殊勝繪也
0 0 0 0 0 0 0
。詞筆跡白河三位經朝卿云々。行豐見之被卿筆跡之由申。
此繪眞乘寺所持云々。
（19.2） 永享 3年 11 月 15 日　晴。自禁裏正安朝觀行幸繪一卷被下。殊勝畵圖




（19.3） 永享 5年 6月 12 日　晴。自内裏繪一合被下








聖 護 院 繪 也
證大師繪五卷拜見。殊勝也
0 0 0 0 0 0 0 0 0
。［…］
（19.4） 永享 5年 6月 16 日　晴。茶事東御方申沙汰如例。内裏御繪返上。又
0 0 0 0 0 0 0 0
一合被下。八坂法觀寺塔緣起繪三
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。聖廟御繪六卷。義湘大師繪四
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。
靑丘大師繪二卷被下爲悦。八坂繪殊勝畫圖也
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。
（19.5） 永享 6年 5月 25 日　晴。早旦夜前勝負付之。［…］酉斜百韻了自内裏
0 0
粉河觀音緣起繪三
0 0 0 0 0 0 0 0
且被下。畏悦殊勝之繪也
0 0 0 0 0 0 0
。自室町殿被進云々。［…］



























0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
めかしう、をかしげに、目も輝くまでみゆ。




0 0 0 0 0 0 0 0 0
たるは、をかしう、見所まさる









（21.1） 応永 32 年 9 月 28 日　［…］抑善理申下司田地一反事賜安堵之處。本
主轉歡勝寺就畠山大夫入道歡申間。自彼被口入善理無力歡勝寺へ去渡
云々。仍自寺家申安堵了。其禮手本一卷後
0 0 0 0 0 0 0
高 倉 院 宸
0 0 0 0
筆御消息。
0 0 0 0 0獻之。此宸筆未見及之
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
間殊爲悦殊勝御筆也
0 0 0 0 0 0 0 0 0
。［…］
（21.2） 永享 4年 1月 8日　［…」内裏勅報拜見






（21.3） 永享 7年 1月 29 日　［…」抑昨日御懷紙申出





0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
執筆手跡殊勝殊勝
0 0 0 0 0 0 0 0
。則面々寫之返進。［…］
















0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
をかしげなり
0 0 0 0 0 0 34。
（22.2） 〈浮舟〉硯ひき寄せて、手習などし給ふ。いと、をかしげに書きすさ
















































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。［…］






0 0 0 0
。景藤。季久初參。樂初而聽聞殊勝也












0 0 0 0 0 0 0 0 0
にやりて、入道、琵琶の法師になりて、いとをかしう、珍しき手、一つ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
二つ、弾きたり
0 0 0 0 0 0 0 37。
（25.2） 〈東屋〉［…］月さし出でぬ。「宮の御琴の音
0 0 0 0
の、おどろ しくはあ
らで、いと、をかしう、























（26.1） 永享 4年 8月 7日　晴。大嶋事西雲可伺申云々遣書狀。廣橋も近日必
可披露之由申。自内裏アヤツリ燈爐一被下
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。一谷合戰鵯越馬追下風情也
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。
殊勝アヤツリ言語道斷驚目了




（26.2） 永享 9年 3月 13 日　晴。長講堂御經供養如例。着座公卿不參。奉行
權弁長淳參。近年公卿着座無之。御無沙汰之至歟。重賢歸參。猿樂大千
0 0 0 0
世法鏡寺御免
0 0 0 0 0 0
。矢田ニ歸住。仍參。猿樂殊勝云々
0 0 0 0 0 0
。
（26.3） 嘉吉 3年 3月 18 日　［…］今日於亭子院有勸進猿樂
0 0 0 0 0 0 0 0
。可有三ヶ日云々。
觀世仕。棧敷大名共見物。万人群集云々。殊勝之由見物之人語之
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。［…］
猿楽のほか、貞成親王は民俗芸能で操り人形の一種である操り灯籠などにつ





















0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。［…］
〈第七九段〉まして、臨時の祭の調樂などは。いみじうをかし





0 0 0 0 0 0 0
。
〈第 二〇〇段〉舞は駿河舞。求子。太平樂はさまあしけれど、いとをか













（28.1） 永享 3年 1月 13 日　晴。葉室中納言參賀。［…］御留守之由仰。然而
環御可待申之由申不罷出云々。仍忩歸。猿樂入夜仕。手鞠等其藝甚殊勝








0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。千秋万歲之御遊初。殊珍重也。自室町殿
軈御馬御劔被進。御鞠人數も御劔公卿銀劔。殿上人黒太刀云々。進之。［…］
（28.3） 永享 6年 1月 5日　［…］抑自室町殿鵠一。捶十給之。每年佳例云々。
令祝着。宮御方へ球枚三枝。玉五。色 々綵色。こき板二
0 0 0 0
。蒔繪置物。
0 0 0 0 0
繪等風流。
0 0 0 0 0こきの子五被進。
0 0 0 0 0 0 0 0
言語道斷殊勝驚目了。御自愛無極
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。若宮まて被入思食。［…］





































（30.1） 応永 24 年 4 月 8 日　［…］先日愚詠殊勝之由
0 0 0 0 0 0 0 0
。返々被褒美。［…］









0 0 0 0 0 0
。［…］





0 0 0 0 0 0 0
御返事申。［…］後聞。法樂哥前關白一條。被誂申被詠云々。
0 0 0 0 0 0 0 0
仍殊勝也






















0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
やうもあれ46。
（32.3） 〈蓬生〉古歌とても、をかしきやうに選り出で


























（34.1） 応永 23 年 12 月 24 日　［…］亥剋懺法始之














0 0 0 0 0 0
。催感
涙。幽靈定隨喜御歟。［…］
（34.2） 永享 4年 2月 29 日　［…］則懺法初




0 0 0 0 0 0 0 0 0
。丁聞畢燒香。［…］
（34.3） 永享 5年 2月 30 日　晴。故用健明日第三廻也。大通院有佛事。［…］
僧衆四十人。次觀音懺法




0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。［…］
仏教の教義を説き聞かせる会である説法が、親王を感激させた記事も多い。
応永 27 年 8 月 4 日に、貞成は法安寺へ行き、興味深い説法を聞かせたとある。
また、法安寺の再訪、光台寺への参詣なども、談義と説法を聞かせる機会であ





（35.1） 応永 27 年 8 月 4 日　晴。法安寺ニ參
0 0 0 0 0
。［…］説法殊勝也
0 0 0 0 0
。談議畢法華
經一品同音讀之。［…］
（35.2） 応永 27 年 8 月 23 日　［…］今日見寳塔品也。［…］聽衆眞俗群集。説
法殊勝。弁説如通。言句吐玉。隨喜無極。［…］
（35.3） 応永 27 年 9 月 15 日　晴。持齋如例。法安寺ニ參
0 0 0 0 0
。［…］普門品説法
0 0 0 0 0
殊勝。隨喜無極
0 0 0 0 0 0 0
。
（35.4） 応永 32 年 5 月 20 日　晴。大通院參。宰相以下參昇進之後未參。殊更
爲燒香參。長老謁藏光庵ニ行。坊主謁次光臺寺ニ行。談義聽聞。説法殊
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
勝令隨喜
0 0 0 0
。






（36.1） 応永 26 年 3 月 6 日　［…］晴。大光明寺遊覽。殊勝也
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。［…］
（36.2） 応永 27 年 8 月 23 日　雨降。［…］今日見寳塔品也。導場莊嚴。佛前
左右脇東西ニ折聽聞所前。　机數十脚立並。打敷水引在之。　花瓶五十餘瓶立之。堂中照耀殊




（36.3） 永享 4年 2月 9日　［…］日暮了今伊勢參着
















0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
茂・春日・平野・住吉・三輪・貴布祢・吉田・大原野・松尾・梅宮
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49。
宗教にかかわる数多くの記録においては、寺社の本尊を描くこともある。永
享 7年 4月 1日条で、（39.1 を参照）貞成は、蓮華王院へ行き、その次に本堂
の中に入り、そこにある本尊を見たら立派な像だったと記録している。さらに、




（39.1） 永享 7年 4月 1日　［…］今日ハ留。北野社參。次蓮華王院參。下輿
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
御堂内ニ入本尊拜見。綵色半分許出來。殊勝也
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。伏見歸宅。［…］
（39.2） 永享 8年 6月 15 日　［…］抑妙音天像累代本尊
0 0 0 0 0 0 0 0
。可拜見之由僧正被申
之間令見之。伴僧共同拜見。大威德秘尊同拜見。殊勝異于他之由褒美被




（39.3） 永享 8年 11 月 13 日　［…］不動出來爲拜見也。佛躰聊雖存無殊儀。
0 0 0 0 0 0 0 0 0
殊勝々々本尊也
0 0 0 0 0 0 0
。［…］
（39.4） 永享 10 年 2 月 13 日　［…］長講堂本尊涅槃像被入見參。殊勝像也













0 0 0 0寶泉進上被召置。殊勝








0 0 0 0
勝物也。
0 0 0 0一。［…］
（40.3） 永享 4年 9月 13 日　［…］自岡殿宮御方へ廻燈爐一被進。結構殊勝也
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。
室町殿。上樣。入江殿へ被進燈爐云々。
（40.4） 永享 5年 1月 8日　晴。葉室中納言參。衣冠。對面。於殿上賜盃。長講
衆〻〻參。晩景局面々被歸。内裏拜見。御成人御元服龍顔殊勝之由被語





（40.5） 永享 7年 7月 29 日　［…］唐硯
0 0
石琴姿。筥沈金。文
0 0 0 0 0 0 0 0 0
唐花唐鳥。無筆臺。
0 0 0 0 0 0 0 0 0珍物殊勝頗重寳也




























































































山下則子氏は、発表者による『看聞御記』永享 4年 8月 7日の項に記された「アヤツリ燈爐」に対す
る「殊勝」の用法と『枕草子』における神楽に対する「をかし」の用法の対比を例に挙げ、和文と漢
文の違い、及び時代背景の違いを考慮すれば興味深い考察になると助言し、また、「アヤツリ燈爐」
とはどのようなものかと質問した。発表者は人形芸の一種と思われるが詳細不明と応答し、武井協三
氏より「回り灯籠」の一種との助言がなされた。
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